
向
井
元
升
が
通
詞
を
介
し
て
出
島
藺
館
医
「
ア
ン
ス
・
ョ
ア
ン
」

に
質
し
、
『
紅
毛
流
外
科
秘
要
』
を
撰
し
た
こ
と
は
、
古
賀
十
二
郎

が
そ
れ
を
紹
介
し
た
後
あ
ら
ゆ
る
年
表
、
著
作
な
ど
で
引
用
さ
れ
、

「
定
説
」
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
お
よ
び
古
賀
氏
が
言
及

し
て
い
る
写
本
の
内
容
と
そ
の
所
在
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
当
時
の
文
献
を
分
析
し
た
結
果
、
向
井
は
一
六
五
五

年
に
大
目
付
井
上
政
重
か
ら
の
覚
書
に
基
づ
い
て
、
膏
薬
や
軟
膏
、

薬
油
、
薬
草
等
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ま
た
当
時
出
島
で
勤
務
し
て
い
た
上
級
外
科
医
は
ド
イ
ツ
出
身
の

ハ
ン
ス
・
ユ
ー
リ
ア
ン
・
ハ
ン
コ
（
国
画
吊
］
昌
国
ｇ
四
目
呉
○
）
で

あ
っ
た
。
一
六
五
六
、
五
七
年
の
商
館
長
ヴ
ァ
ー
ゲ
ネ
ル
の
在
任

中
も
そ
の
ハ
ン
コ
に
よ
る
授
業
は
さ
ら
に
続
け
ら
れ
、
そ
の
際
、

二
部
に
ま
と
め
ら
れ
た
書
物
に
は
ハ
ン
コ
と
ヴ
ァ
ー
ゲ
ネ
ル
が
署
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向
井
元
升
と
「
紅
毛
流
外
科
秘
伝
」

に
つ
い
て

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
エ
ル

名
し
て
保
証
し
て
い
る
。
江
戸
へ
持
参
し
て
い
た
そ
の
一
冊
も
ハ

ン
コ
の
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
医
書
も
す
べ
て
明
暦
の
大
火
で
焼
失
し

た
。
ハ
ン
コ
の
後
任
者
の
も
と
で
向
井
が
改
め
て
三
週
間
に
亘
っ

て
指
導
を
受
け
、
長
崎
に
残
っ
て
い
た
も
う
一
冊
を
さ
ら
に
補
充

し
、
そ
れ
を
江
戸
へ
送
っ
た
。

向
井
及
び
こ
の
作
業
に
携
わ
っ
た
通
詞
全
員
が
関
係
資
料
を
所

有
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
形
跡
が
所
々
に
残
っ
て
い
る
可
能
性
は

高
い
。
書
物
を
探
す
う
ち
に
私
は
ま
ず
九
州
大
学
所
蔵
の
『
阿
藺

陀
伝
外
科
類
法
」
を
見
つ
け
た
。
そ
の
主
な
項
目
は
「
イ
ン
ハ
ラ

ス
ト
ノ
類
」
、
「
エ
ン
グ
エ
ン
ト
ノ
類
」
、
「
ヲ
ウ
リ
ョ
ノ
類
」
、
「
フ

ロ
ウ
リ
ス
ノ
類
」
、
「
根
之
類
」
、
「
薬
之
類
」
で
あ
り
、
そ
の
一
部

は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
薬
局
方
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
巻
末
に
は

証
明
書
き
と
ヴ
ァ
ー
ゲ
ネ
ル
、
ハ
ン
コ
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。
こ

れ
は
商
館
日
誌
の
一
六
五
七
年
一
月
一
四
日
付
の
記
述
と
完
全
に

一
致
す
る
。

「
阿
藺
陀
伝
外
科
類
法
』
に
は
ま
た
、
『
證
治
指
南
」
と
い
う
書

が
一
冊
束
ね
ら
れ
て
い
る
。
腫
物
の
列
挙
の
し
か
た
や
そ
の
名
称

か
ら
、
中
国
人
陣
実
功
の
「
外
科
正
宗
』
が
思
起
さ
れ
、
恐
ら
く

そ
れ
は
上
記
の
江
戸
の
「
覚
書
」
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
ハ
ン
コ
は
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自
分
が
理
解
で
き
た
と
思
っ
た
腫
物
に
は
ョ
－
ロ
ッ
パ
式
の
名
前

を
つ
け
、
若
干
の
説
明
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
も
他
の

向
井
に
遡
る
書
物
の
中
に
多
く
見
い
だ
さ
れ
る
。

さ
ら
に
重
要
な
書
と
し
て
は
酒
井
シ
ヅ
氏
に
よ
り
す
で
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
河
内
家
（
千
葉
県
）
の
写
本
が
あ
る
。
こ
れ
は
内
容
的

に
か
な
り
広
範
囲
な
も
の
に
及
ん
で
お
り
、
上
述
の
害
を
ほ
と
ん

ど
含
ん
で
い
る
。
そ
の
他
に
は
慶
大
の
『
阿
蘭
陀
外
療
集
」
、
京
大

の
「
阿
藺
陀
外
科
書
」
、
東
洋
文
庫
の
「
阿
蘭
陀
外
科
正
伝
』
、
九

大
の
「
阿
蘭
陀
療
治
書
」
、
宗
田
一
所
蔵
の
「
阿
藺
陀
油
』
、
京
大

の
『
紅
毛
外
科
書
』
、
及
び
『
阿
藺
陀
外
科
指
南
』
等
に
も
ハ
ン
コ

が
教
授
し
た
形
跡
が
見
ら
れ
る
。
以
上
の
他
に
古
賀
の
言
う
文
言

と
一
致
す
る
『
紅
毛
流
外
科
秘
要
」
の
写
本
を
九
州
大
学
で
見
い

出
し
た
。

こ
れ
ら
の
文
書
を
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
な
こ
と
が
明
ら
か
に

な
る
。
二
）
古
賀
氏
が
指
摘
し
て
い
る
「
紅
毛
流
外
科
秘
要
』
は

向
井
の
報
告
言
に
遡
る
前
述
の
諸
文
書
の
中
の
一
冊
に
過
ぎ
な

い
。
ま
た
、
「
紅
毛
流
外
科
秘
要
」
に
は
他
の
ほ
と
ん
ど
の
書
に
含

ま
れ
て
い
る
重
要
な
部
分
が
欠
け
て
い
る
し
、
カ
ス
パ
ル
流
外
科

な
ど
の
系
統
の
違
う
も
の
も
混
ざ
っ
て
い
る
。
（
二
）
「
阿
蘭
陀
伝
外

科
類
法
』
は
明
ら
か
に
一
六
五
七
年
一
月
の
「
第
一
の
報
告
書
」

に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
河
内
本
」
な
ど
で
み
ら
れ
る
そ
の
他

の
部
分
（
「
證
治
指
南
」
、
潰
瘍
と
外
傷
の
処
方
と
治
療
法
な
ど
）

も
向
井
元
升
が
ま
と
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
三
）
腫
物
と
疵
の

治
療
を
説
明
す
る
『
證
治
指
南
」
は
楢
林
鎮
山
に
よ
る
「
仕
掛
書
」

に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
出
島
の
通
詞
た
ち

は
お
そ
ら
く
一
般
に
手
に
入
る
限
り
の
文
書
を
集
め
た
り
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
ア
ン
ス
・
ョ
レ
ア
ン
」
の
軟
膏
薬
は
『
阿

藺
陀
外
科
指
南
』
（
元
禄
六
年
）
の
刊
行
に
よ
り
一
般
に
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
（
四
）
当
時
長
崎
に
い
た
医
師
の
河
口
良
庵
が
演

じ
た
重
要
な
役
割
は
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
。
彼
は
通
詞
を
よ

く
知
っ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
息
子
伝
四
郎
は
向
井
の
弟
子
だ
っ

た
。
河
口
は
後
に
京
都
や
大
洲
に
も
弟
子
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の

た
め
彼
が
所
持
し
て
い
た
資
料
は
地
理
的
に
か
な
り
広
く
普
及
し

て
い
た
。

（
九
州
大
学
言
語
文
化
部
）
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